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あらまし  スピーチや文章などで過去の著名人の名言が使用されることが度々あるが、シェイクス

ピアもその一人である。本稿では、シェイクスピアの名セリフをより手軽に使用するためのシェイク

スピアの名セリフ感性検索システムを提案する。本方式は、意味の数学モデルを利用することで、シ

ェイクスピアを表現した多次元感性空間を生成し、この空間上でセリフとユーザーの表現したい感情

との相関計算を行うことにより、それぞれのユーザーが表現したい内容に合った名セリフを抽出し、

推薦する。また、本方式は名セリフの検索と同時に、そのセリフが登場する作品に関する情報も表示

する。本方式は、ユーザーがシェイクスピアの作品に触れる機会を増やし、ユーザーの演劇への興

味・関心を惹くことを目指す。 
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1. はじめに 
近年、演劇という芸術文化への社会全体からの興

味・関心が非常に下がっており、演劇鑑賞人口が減

少している[1]。それは SNS・スマートフォンの普及

による手軽で安価な鑑賞行動の発展や、近場に鑑賞

施設がないことなどが影響している[2]が、なにより

の原因は、日常生活の中で演劇という文化に触れる

機会が少ないことだと我々は考えている。 

ウィリアム・シェイクスピアという人物がいる。彼

は言わずと知れた演劇界の重鎮である。1564 年にイ

ギリスで誕生し、53 年の生涯の間に 37 もの作品を作

り上げた[3]。そのほとんどが、不朽の名作である。 

彼の素晴らしいところは、後世に広く知れ渡ってい

るものが作品名やそのストーリーだけではなく、セ

リフにまで及んでいるところにある。ロミオとジュ

リエットの“ロミオ、ロミオ、どうしてあなたはロ

ミオなの”、ハムレットの“生きるか死ぬか、それ

が問題だ”、ジュリアス・シーザーの“ブルータ

ス、お前もか”という言葉を知らない人はいない。

もちろんこれらのセリフ以外にも本当に素晴らし

い、世に残る名セリフをたくさん残している。 

我々はこの名セリフに衰退しつつある日本の演劇を

解決する糸口があると考えた。シェイクスピアの美

しく力強いセリフを知ることで、演劇に触れてこな

かった人たちが演劇を知る足掛かりを作れるのでは

ないだろうか。それが本論文の執筆に至った経緯で

ある。 

本論文では人間の感性を用いて、シェイクスピアの

名セリフを検索するシステムを提案する。本システ

ムは、一般的な検索システムにおいて扱うことが難

しい“感情”や“言葉”というものを、感性語を用

いて計算空間に落とし込み、相関計算を行う。キー

ワードやシェイクスピアの情報が不必要な、表現し

たい感情のみを必要とする名セリフ検索システムと

なっている。 

また、本稿で提案するシステムは名セリフを検索す

るだけではなく、その名セリフが登場する作品につ

いても知ることができる。普段の生活ではなかなか

縁のないシェイクスピアの世界だが、このシステム

は日常生活における演劇との触れ合いを生み出す。

このシステムは各個人が演劇に興味を持つ足がかり

となる可能性を持っている。 

そこで本論文では、基本感情からセリフとそのセリ

フの登場する作品を検索する事ができる新システム

の可能性を、シェイクスピアの名セリフと作品を用

いた実験によって検証する。 
 

2. 基本方式 
本システムは(1)感性語の定義(2)感性空間の生成

(3)相関量計算(4)シェイクスピアの作品情報のリン

ク(5)Web アプリケーション、というプロセスによっ

て構成される。 

 

2.1 感性語の定義 
本システムにおける感性語には、本稿独自の 9 つの

言葉を使用した。シェイクスピアの演劇作品は、大

まかに悲劇・喜劇・史劇という 3種とシェイクスピア

の後期作品にのみ登場する、ロマンス劇・問題劇の

計 5 種類に分類される[4]。史劇は感性の言葉に置き

換えることが難しかったため、悲劇・喜劇・ロマン

ス劇・問題劇の分類を大まかな感性語定義の参考と

した。各項目に対し 2 つずつ用意した 8 つの感性語

に、セリフの認知度の指標となる感性語を追加した

計 9つの言葉を見出した。 



 
 

・romantic (ロマンチックな) 

・passionate (情熱的な) 

・abject (絶望的な) 

・envious (うらやむ) 

・cerebral (知的な) 

・comical (滑稽な) 

・vivacious (陽気な) 

・charming(魅力的な) 

・legendary(伝説に残るほど有名な) 

 
2.2 感性空間の生成 
本方式では、上記の 9 つの感性語をもとに、感性空

間を生成した。感性空間には意味の数学モデル

[5][6][7]を適用している。意味の数学モデルを用い

ると、一般的には数値で測ることのできない、言葉

や感情を計算することができる。それぞれのデータ

を特徴量付ベクトルとして定義し、正規直交系を成

す空間上で選択された部分空間に射影することで相

関量計算を行うことができるため、相関の強いデー

タを抽出することができる。 

本方式では、シェイクスピアの名セリフと、ユーザ

ーが表現したい基本感情を 9つの感性語において解釈

し、相関の強い名セリフを抽出する。 

まず、意味の数学モデルにおけるイメージ空間の構

成に則り、名セリフ対象の意味的計量空間と、感情

対象の意味的計量空間を生成する。 

 
2.2.1 名セリフを対象とした意味的計量空間 

名セリフが持つ感性を 9つの感性語によって設定す

る。そのため図 1において、9つの感性語を正規直交

な特徴量 pとしてシェイクスピアの名セリフ

W={w1,w2,…,w31} を定義し、pの集合 p={p1,p2,

…,p9}を基底とする名セリフマトリックス Iを生成

する。各名セリフを定義する際、感性と相関のある

場合に 1を、負の相関のある場合に-1を、無相関の

場合 0を、手動で値を設定し、セリフをベクトル化

する。 

 
2.2.2 基本感情を対象とした意味的計量空間 

基本感情が持つ感性を 9つの感性語によって設定

する。基本感情には、プルチックの感情の輪を使用

した[8]。プルチックの感情の輪モデルでは、人間の

基本的な感情は、8つの感情(“joy”, “trust”, 

“fear”, “surprise”, “sadness”,

“disgust”, “anger”, “anticipation”)の組み

合わせでできていると定義されている(図 2)。今回は

この 8つの感情をユーザーが名セリフで表現したい

感情として最初に選択する仕組みになっている。 

そのため、図 3において 9つの感性語を正規直交な

特徴量 pとしてプルチックの 8つの感情 f={f1,f2,

…,f8}を定義し、pの集合 p={p1,p2,…,p9}を基底と

する感情マトリックス Eを生成する。こちらも各基

本感情を定義する際、感性と相関のあるものに１、

負の相関のある場合に−１、無相関のものに０を手動

で値を設定し、ベクトル化する。 

 

 

2.3 名セリフと基本感情の相関計算 

本ステップでは、名セリフのベクトルとユーザーが

選択した基本感情のベクトルとの相関量を計量す

る。これは、各感情においてより強い相関関係のあ

るセリフを導き出すことが目的である。ここでは、

内積計算を適用する。 

図２ プルチックの感情の輪モデル[8] 
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図 3 基本感情マトリックス 

図 1  名ゼリフマトリックス 



 
 

内積計算においては名セリフのベクトル𝑤""⃗ と感情の

ベクトル𝑓の内積が大きいものがより相関が高いと言

える。 

 
2.4 シェイクスピアの作品情報のリンク 
本システムでは内積計算によって出てきたシェイ

クスピアの名セリフとともに、そのセリフが登場す

る作品についての詳細情報を表示する。そこで本ス

テップではシェイクスピアの作品詳細情報と名セリ

フとを、シェイクスピアの作品名を id としてつなげ

る。その際は、シェイクスピアの名セリフとそのセ

リフが含まれる作品のタイトルが登録されたテーブ

ルを用いる。 
 

2.5 Web アプリケーション 
本システムにおいてユーザーは、Web アプリケーシ

ョンを通じて名セリフ感性検索をおこなうことがで

きる。Web アプリケーションは、ユーザーが基本感情

を選択するとその感情に関連度が高い順番でシェイ

クスピアの名セリフや、名セリフの登場する作品情

報を表示する仕組みである。 

 

3. 実現方式 

本章では、2 章で述べた基本方式を実現させるため

の方式を示す。以下がシステム構成図である(図 4)。 

 

3.1 データベース内のテーブル 
システム構成図の通り、このシェイクスピアデータ

ベースの中には「名セリフテーブル」「基本感情テー

ブル」「作品詳細テーブル」「作品セリフテーブル」

が存在する。 
 

3.1.1 名セリフテーブル 

名セリフを 9 つの感性語で設定したものをデータベ

ースに格納する(右上表 1)。名セリフは、「シェイク

スピア名言集」[9]「心に響け、シェイクスピア」

[10]から手動で収集した。感性語においても、手動

にて一つ一つ「1, -1, 0」の中から最も対応する値を

設定した。 

 

表 1  名セリフのデータ構造 

属性名 属性の意味 
peareword シェイクスピアの名言(英語) 

Jpeareword シェイクスピアの名言(日本語) 

romantic 「ロマンチックな」度合い 

passionate 「情熱的な」度合い 

abject 「絶望的な」度合い 

envious 「うらやむ」度合い 

cerebral 「知的な」度合い 

comical 「滑稽な」度合い 

vivacious 「陽気な」度合い 

charming 「魅力的な」度合い 

legendary 「伝説に残るほど有名な」度合い 

 

3.1.2 基本感情テーブル 

基本感情(プルチックの 8 つの感情)を 9 つの感性語

で設定したものを、データベースに格納する(右中表

2)。感性語においても、手動で一つ一つ「1, -1, 0」

の中から最も対応する値を設定した。 

 

表 2  基本感情のデータ構造 
属性名 属性の意味 
Fword 基本感情 

romantic 「ロマンチックな」度合い 

passionate 「情熱的な」度合い 

abject 「絶望的な」度合い 

envious 「うらやむ」度合い 

cerebral 「知的な」度合い 

comical 「滑稽な」度合い 

vivacious 「陽気な」度合い 

charming 「魅力的な」度合い 

legendary 「伝説に残るほど有名な」度合い 

 
3.1.3 作品詳細テーブル 

各シェイクスピア作品の詳細情報をデータベースに

格納する(次項 表 3)。使用したシェイクスピア作品

の作品名、発表年、ジャンルは、「シェイクスピア大

事典」[4]から引用している。 

物語の URL はその作品の戯曲を出版している出版社

図 4 システム構成図 
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のページ[11][12][13]に繋がっている。作品の内容

を細かく知ることができるのはもちろんのこと、ユ

ーザーがシェイクスピア作品に興味を持ち、読みた

いと思った際に簡単に本を手にできるようにしてい

る。 

映像のURLはYouTube[14]のページに繋がっている。

その作品が映画化されている場合は、その映画本編

の URL もしくは、映画の予告編にリンクされている。

映画化されていない場合は YouTube のラジオドラマ

(シェイクスピア作品を朗読したもの)のページに繋

がっている。映画・ラジオドラマ共に存在しない作

品はnoneとしており、movie URLのリンクは存在しな

い。 

 

表 3 作品についてのデータ構造 

属性名 属性の意味 
workname 作品名 (英語) 

Jworkname 作品名 (日本語) 

wyear 発表年 

genre ジャンル 

Story URL 物語の URL 

Movie URL 映像の URL 

 
3.1.4 作品セリフテーブル 

名セリフとそのセリフが登場する作品をデータベー

スに格納する(表 4)。ここでは、workname(作品名)が
id となっており、内積計算によって出てきた名セリフ

と作品詳細とを結びつけている。 
 

表４ 作品名と名セリフのデータ構造 
属性名 属性の意味 
peareword シェイクスピアの名言(英語) 

workname シェイクスピアの作品名 

 
3.2 内積計算 

 ユーザーが選択した基本感情に対する各名セリフの

相関量を名セリフテーブルと基本感情テーブルに格

納された値から内積計算する。算出結果は、内積が

大きい名セリフから順に上から並べられる。 
 
3.3 Web アプリケーション 
本システムにおける input と output は Webアプリ

ケーションを通じて行う。Web 上でユーザーは、“自

分が抱いている感情”の中で最も近いもの、もしく

は“知りたい名セリフに一番近い感情”として 8つの

基本感情から 1つ選択する。その際８つの基本感情は

ボタンで表示される。選択した基本感情ボタンをク

リックすると、その感情がシステムにinputされ、内

積計算を行い相関関係の強い名セリフを抽出する。

作品情報リンクを通じて、名セリフとその作品の情

報が Webアプリケーション上に表示(output)される。 

 

4.  実験 
4.1 実験対象 
本論文において 8つの基本感情と相関計算を行うシ

ェイクスピアの名セリフは 31個ある。なおこの 31

個は本稿 3.1の名セリフテーブルを作った際に記し

た 2種類の本[10][11]から手動で選びだしたもので

ある。手動ではあるが、なるべく多くの著書に取り

上げられている有名なセリフを選んでいる。 

シェイクスピアの作品詳細は 34作品分ある。全 37

作品の中から、ヘンリー6世 1部、2部…といったよ

うに複数構成になっている作品は一作品にまとめ

た。また、シェイクスピアが確実に記したであろう

作品のみを使用し、曖昧なものや共同作は対象から

外している。 

 
4.2 計算結果 
4.2.1 名ゼリフのベクトルデータ 

2.2.1、3.1 でも述べたように、セリフをベクトル化

するため、9 つの感性語を使用している。“O Romeo, 

Romeo! Wherefore art thou Romeo?”というセリフを

例に以下に記す。 

O Romeo, Romeo! Wherefore art thou Romeo?(ロミ

オ、ロミオ。どうしてあなたはロミオなの): 

{romantic: 1, passionate: 1, abject: 0, envious: 

0, cerebral: 0, comical: 0, vivacious: 0, 

charming: 1, legendary: 1} 

この作業を 31個の各セリフで行っている。 

 
4.2.2 感情のベクトルデータ 

基本感情 8 種類も上記と同じように、9 つの感性語

でベクトル化している。“joy”を例に記す。 
joy(喜び)：{romantic: 1, passionate: 1, abject: 

-1, envious: 0, cerebral: 0, comical: 1, 

vivacious: 1, charming: 1, legendary: 0} 

この作業を 8個の各基本感情で行っている。 

 
4.2.3 各セリフと各感情の内積計算結果 

ここでは、ベクトル化された名ゼリフと基本感情の

内積をとる。例えば、input した基本感情が“joy”

の場合、結果は下図のようになる(次項図５)。左か

ら、名セリフ、作品名、作品の発表年、ジャンル、

物語 URL、映像 URL、内積のスコアの情報が表示され

ている。 

 

 

 



 
 

 

4.3 Web アプリケーション 
ユーザーは下図(図６)の HTML ページから名セリフ

を検索する。基本感情が書かれた 8 つのハートボタン

の中から感情を選択し、その感情のハートをクリッ

クする。 

 
するとそのページから検索結果のページ(図７)へと飛

ぶ。ここでは CGI を使用している。検索結果ページ

は、ボタンの感情と相関の強いセリフから順に表示

されている。ここに記されている内容は“joy”のボ

タンを押した結果のため、図 7 の内容と図 5 の内容は

一致している。 
 

 

 
5. 考察 
今回の実験において、導かれた名セリフはユーザー

が求める感情を概ね表現できたと言えるものになっ

ていた。例にあげた“joy(喜び)”において、一番内

積が大きかったセリフが“Who ever loved that 

loved not at first sight?”(まことの恋をするもの

はみな一目で恋をする。)という恋愛という喜びに近

い感情の名セリフになっており、一番内積が小さか

ったセリフが“He jests at scars that never felt 

a wound.”(他人の傷跡をあざ笑うのは傷の痛みを知

らぬやつだ。)という名セリフであったことからもわ

かる。 

一方で課題点としては、最初に選ぶ感情が 8 種類だ

とあまりにも範囲が広すぎる点が挙げられる。上記

の“joy”においても、確かに“Who ever loved that 

loved not at first sight?”というセリフは喜びに

近い感情ではある。しかし、「恋愛＝喜びは正しい」

とは確実には言えない。より感情との合致性をあげ

るためには、最初に選ぶ感情をより詳細にできると

良いと考えられる。 

新たな発見としては、作品詳細においてジャンルと

いう項目を用意していたが、こちらも基本感情にリ

ンクする部分が多いことがわかった。“joy”の上位

に導き出された作品は、”As You Like It(お気に召

すまま)”“A Midsummer Night Dream(夏の夜の夢)”

とどちらも喜劇であった。下位の作品も多くは悲劇

であったことからもわかる。ただし、この項目にお

いても、一概に喜劇が上位、悲劇が下位と言えるわ

けではなかった。これは、セリフをベクトルデータ

化した際に、セリフをセリフ単体の意味としてしか

捉えていなかったことが原因だと考えられる。しか

し一方で、この手法を使うことが、物語のジャンル

に囚われず思わぬセリフを知ることができる良いチ

ャンスになっているとも捉えられる。 

 

6. 結論および今後の展望 
本論文では、我々の提案するシステムの実現可能性

を検証した。我々のシステムは、基本感情からシェ

図 5 内積計算結果から導き出されたセリフとその作品詳細 

図 6  Web アプリケーション検索ページ 

図 7  Web アプリケーション検索結果ページ 



 
 

イクスピアの名セリフを検索するとともに、さらに

そのセリフからシェイクスピアの作品を知ることが

できるシステムである。本稿は各名セリフと基本感

情とを本稿独自の 9種類の感性語を使用し内積計算を

行うことで検証し、このシステムの実現可能性を示

した。 

今後の展望としては、現状よりもより複雑な感情か

ら名セリフを検索できるようにしたいと考えてい

る。シェイクスピアの言葉を利用したい時とは「何

か上手いことを言いたい」という場合が多いと思う

が、その際の感情は今の検索システムで調べられる 8

種類の感情ほど単純なものではない。このシステム

をより利用しやすいものとするためにも、初期選択

時の感情をより多くし、より感情とセリフの相関を

強くする必要がある。また更に先の展望としては、

検索システムではなく人間の表情を機械で読み取

り、そこからセリフが導かれる仕組みを作り出した

いと思う。これが実現すれば、遊び感覚でシェイク

スピアのセリフに触れることが出来るようになるた

め、ユーザーがシェイクスピアや演劇に興味を持つ

きっかけを作り出すことができるのではないだろう

か。 
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